
取扱説明書

パルス・Bルート検出器  

OCK– B1
（RPK–18）

要保存





1

はじめに

このたびはパルス・Ｂルート検出器「OCK–B1」をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本装置は、高圧電力需要家において取引用電力量計から発せられるサービスパルスを検出し、増幅・
波形整形して各種管理用機器に対して再び電力パルスを出力します。併せて取引用電力量計（高圧
スマートメーター）からの高圧Ｂルート情報を受け取り、各種管理用機器に情報を提供する装置です。
また本装置は伝送機能を併せ持ち、検出した電力パルスと高圧Bルート情報をＨＤ- ＰＬＣ通信（以
下、PLC と呼びます）や特定小電力無線通信により、別に設置された本装置や関連機器であるデ
マンドシステムコントローラ「スーパーマックス E1」（以下、SM–E1と呼びます）に対してデータ
伝送を行います。
データ伝送において、本装置は送信器／中継器／受信器の 3 つの役割を選択することが可能です。
送信器は取引用電力量計からの電力パルス／高圧 B ルート情報の検出と中継器／受信器へのデー
タ送信、中継器は伝送データの再送（リピータ機能）、受信器は伝送データの受信と電力パルス／
高圧 B ルート情報の出力を、各々担います。
これにより、電力エネルギー監視システムを構築の際、配線工事の省力化や省配線化が図れ、簡
易な施工と設置工事費の削減に役立つものです。

本書は、「ＯＣＫ–Ｂ１」を正しくご使用いただくために、取り扱い方法や注意事項などについて説明
しています。
ご使用前に本書をよくお読みいただき、取付け後も大切に保管してください。

説明内容および設定などでご不明な点がございましたら、必ず弊社までお問い合わせください。
お客さまご自身での設定などによる不具合、損害等の責を負うことは、ご容赦願います。

機器仕様、動作などソフトウェア仕様については、「仕様書」を参照して下さい。

 

商標について
● HD-PLC および HD-PLC マークは、パナソニック株式会社の商標または登録商標です。
●デマンドシステムコントローラ、スーパーマックスは、大崎電気工業株式会社の登録商標です。
●その他、商品名、および製品名等は一般的に各社の商標または登録商標です。

◇本書の内容を無断で転載することを固くお断りいたします。
◇製品の改良などにより、本書の内容に一部合致しないことがあります。
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安全上のご注意   

ご使用になる前にこの｢安全上のご注意｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。　　
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
表示とその意味は次のようになっています。

● 本書での記号の意味（ 損害の程度）

表示 表示の意味

危険 回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示しま
す。

注意 回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な状
況、および物的損害のみの発生を招くおそれがある場合を示します。

物的損害とは家屋･家財および家畜･ペットにかかわる拡大損害を意味します。

● 図記号の意味（ 守っていただきたい内容）

図記号 図記号の意味

△は警告を示します。
具体的な内容は△の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢感電注意｣を示します。

Xは禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な内容はXの中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢分解禁止｣を示します。

●は指示（必ずすること）を示します。
具体的な内容は●の中や近くに文章や絵で示します。 
左図の場合は｢使用者に対し指示に基づく行為を強制する｣を示します。
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● 施工上の注意事項

■電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。
工事に不備があると、火災や感電などの事故の原因となります。

■本体取付けのための作業などで切粉などが降りかかる場所に本体を
置かないでください。
火災、故障、誤動作、寿命低下の原因となります。

■活線工事は行わないでください。
火災、故障、感電事故の原因となります。

■配線工事を行う時には、必ず取扱説明書を読んで、記載内容に従って
ください。
感電などの事故や負荷機器の物的損害などの原因となります。

● 使用上の注意事項

■端子カバーは必ず取り付けてください。
端子や電線に直接触れて、感電事故の原因となる等、大変危険です。

■装置の下には物を置かないでください。

  

● 設置場所の注意事項

■次のような場所で使用をしないでください。
誤動作、寿命低下、事故、故障の原因となります。
1．周囲温度が−10℃〜55℃の範囲を超える所
2．周囲湿度が90%を超える所や、90%以下であっても結露す
る所

3．水がかかったり、直射日光（紫外線）が当たる所
4．油、油煙のかかる所
5．振動や衝撃の多い所
6．ノイズやサージを発生する機械のある所
7．強電界、強磁界の発生する所
8．埃（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉塵）やアンモニア、亜
硫酸ガスなどの腐食性ガスの多い所

9．屋外

■ PLC通信は次の場所で使用しないでください。
1． 病院内
2． ペースメーカー等の産業科学医療用機器の近く

危険

危険

感電注意

注意

禁　止

専門業者

取扱説明書確認
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● 保守、点検、長期保管、廃棄上の注意事項

■保守、点検は電気工事士の資格を有する者が行ってください。
■保守、点検は定期的に（年1回程度）行ってください。
端子の締め付けが緩んでいたりすると、火災などの事故の原因とな
ります。

■分解、改造やご自身での修理は絶対に行わないでください。
感電、火災などの事故や本体の故障の原因となります。

■異常が起きた時には電源を切り、電気工事士の資格を有する者に連
絡してください。そのまま使用すると、火災や負荷機器への悪影響
の原因となります。

■廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。

■腐食性ガス、高温多湿、振動衝撃のある場所、寒暖の差の激しい場
所、強い誘導ノイズ、電界、磁界、などが発生する場所には保管しない
でください。

■周囲温度が0〜40℃の範囲を超える場所には保管しないでくださ
い。

■雨水（水滴など）、油、その他の塵埃、粉塵などの直接かかる場所には
保管しないでください。

注意

点検確認

分解禁止

電源を切れ

注　意
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保 証  

● 保証の範囲と生産中止後のお取り扱い 
保証期間は、本装置を納入後 1 年といたします。
保証期間中に当社が納入した本装置に欠陥があるときは、無償で修理または交換いたします。

（原則として、本装置を引き取り修理させていただきます。）
ただし、下記の項目に該当するときは、修理を有償とさせていただきます。

・本書に記載されていない不適当な取り扱いでご使用になった場合
・故障の原因が当社以外の理由による場合
・当社以外の改造や修理による場合
・天災や当社以外の人災などによる場合

保証は、本装置の保証を意味するもので、本装置の故障で誘発される損害についてはご容赦く
ださい。

本製品は生産中止後の修理対応期間を5 年間といたします。
但し､ 5 年以内であっても修理用部品の在庫が無くなった場合は、当該部品を必
要とする修理対応ができなくなる場合がございます。
本書に記載されていない内容で不明な点につきましては、当社にお問い合わせ
ください。

● 有償業務の範囲
次のような場合は、別途費用を申し受けます。

・取り付け調整指導、または試運転立会い
・保守、点検、調整
・技術指導、および技術教育
・本装置に付属の取扱説明書、試験成績書などの再発行または、発行部数の追加

OCK–B1、または関連機器のお見積、またはご注文に際しては、見積書、契約
書、カタログ、仕様書等に特記事項がない場合には、上記条件を取り決めており
ますのでご承認の上ご発注願います。
本取扱説明書の内容または定めのない事項について疑義を生じた場合は、友好
的に協議の上、解決するものとします。

● 賠償責任の免責 
下記事象により発生した賠償責任について、免責させていただくことをご容赦ください。

・PLC の通信エラーに起因する、計測データの欠損やデマンドオーバー。
・特定小電力無線通信の通信エラーに起因する、計測データの欠損やデマンドオーバー。
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製品構成と付属品 

■本体

名称   形名・詳細 入数

パルス・B ルート検出器
「OCK–B1」

RPK-18 1 個

■付属品と付属書類

No. 付属品名称 入数

1
絶縁被覆付き丸形圧着端子

（M3、1.25mm2 用）
8 個

2 木ねじ（φ 4.1、長さ 38mm） 2 個

3 取扱説明書（本書） 1 部

4 試験成績書 1 部

■関連機器構成（別売）

No. 名称 形名・詳細

1
デマンドシステムコントローラ

「スーパーマックス E1」
RSM-21

2 発信装置付電力量計 各社

3 貫通 CT 形パルス検出部 CT-3

4 検出部接続用専用ケーブル（屋外用） SKVV 形 3 芯シールド線 0.5mm2
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使用上のご注意  

安全上のご注意の他、取り扱い上、特にご注意いただきたいことは次のとおりです。

● 入力電源

・電源電圧の仕様範囲外で使用しますと、誤動作および故障の原因となりますので電
圧変動の多い場所でのご使用はできません。
電圧変動の少ない電源をご使用ください。

・本装置はマイクロコンピュータを主体に、各種半導体などにより構成されていますの
で、ノイズやサージの少ない電源をご使用ください。

● 関連機器との接続

・パルス入力信号は本装置の計測精度に関係しますので、配線には十分注意してくだ
さい。

・パルス入力部に電圧が加わると、入力回路が破壊されるおそれがありますので、絶対
に電圧をかけないでください。

● 施工・取り扱いについて 

・装置の上面に物を置いたり、乗ったりして過度な荷重をかけないでください。
また装置を落下させたりなどで衝撃を加えないでください。
破損や変形、装置故障の原因となります。

・設置時及び運用時に、装置表面を工具などでつついたり打撃を加えたりして装置を
傷つけないでください。
カバーを固定しているネジなど、設定に関係のないネジを緩めないでください。
装置の誤動作や錆、故障の原因となります。

・設置は取り付け方法に従い、過度な力を掛けないようにしてください。
破損または亀裂が生じた際は装置を使用しないでください。

・設置の際は、取り付け面（背面）以外は壁などで取り囲まず、排熱が十分に行えるよう
にしてください。

・端子部接続の際、規定のトルク以上で締めすぎないようにしてください。

● 高圧 B ルート情報について 

・高圧 B ルート対応通信端末から高圧 B ルート情報を受けることで、パルス重みや時
刻情報、確定した日報データを取得することで、より正確な計測が可能となります。

・高圧 B ルート対応通信端末と本装置をLANケーブルで接続し、高圧 B ルート情報の
設定を有効にすることで、高圧 B ルート情報の利用が可能となります。

確認

注　意
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● PLCについて（電波法により以下のことが規定されています） 

・PLCは屋外での使用は禁止されています。
・本装置は、アマチュア無線、短波放送、航空無線、海上無線、電波を使用した天文観

測などと同じ周波数を使用した高周波利用設備であり、これらの無線設備の近傍で
使用した場合、これらの業務の妨害となる可能性があります。もし継続的かつ重大
な妨害の原因が本装置であると確認された場合は、電波法に基づき妨害を除去する
必要な措置を取ることを総務大臣から命じられることがあります。

（PLC 機能の停止が必要となった場合は、全ての関連機器の PLC 機能を無効とし
て下さい。）

・本装置を分解、改造することは禁じられています。

禁　止
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システム構成例  

貫通CT形
パルス検出器

本装置
（送信器）

PLC
または
無線通信

PLC
または
無線通信

電力情報
いずれか一方

電力パルス
いずれか一方

Ｂルート情報
（Ethernet）

本装置
（中継器）最大9台

本装置
（受信器）

電力パルス Ｂルート情報

ＰＣ電力計測
監視装置

SM‒E1
（受信器）

取引用
VCT

電力需給用
複合計器

管理用計器
発信装置付
電力量計
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本体各部の名称と働き

本体表面（全体図）

■各種カバー有り

■各種カバー無し

21 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

SG R0 R1 12V C0 C1

受信器

中継器

送信器

ファンクション

パルス出力パルス入力

パルス・B ルート検出器 OCK-B1
形名 RPK-18

入力1点、出力1点
AC100/200V  50/60Hz

パルス
電源
MAC
S/N

1.Bルート
2.PLC
3.無線
4.パルス幅
5.通信切替
6.ON：⇒無線
 OFF：⇒PLC
7-8.無線ch

電源

屋内専用

初期化 PLC パルス

Bルート 無線

MA MB
AC電源

SG R0 R1 12V C0 C1
パルス出力パルス入力

パルス・B ルート検出器 OCK-B1
形名 RPK-18

入力1点、出力1点
AC100/200V  50/60Hz

パルス
電源
MAC
S/N

Bルート接続

Bルート接続

1.Bルート
2.PLC
3.無線
4.パルス幅
5.通信切替
6.ON：⇒無線
 OFF：⇒PLC
7-8.無線ch

屋内専用

電源

初期化

Bルート

PLC

無線

パルス

受信器

中継器

送信器

ファンクション

MA MB
AC電源

①

⑥

⑤

④

②

⑬

⑫

③

⑧

⑪

⑩

⑦

⑨
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構成 名称 説明

① 入出力端子カバー 入力端子部・出力端子部を保護するカバーです。

② 設定スイッチカバー 設定スイッチ部を保護するカバーです。

③ 電源端子カバー 電源端子部を保護するカバーです。

④ LANコネクタ B ルート通信端末と接続します。

⑤ 電源 LED 電源状態を表し、動作中に点灯します。

⑥ 状態 LED

Bルート Bルート通信状態を表します。

PLC PLC通信状態を表します。

無線 無線通信状態を表します。

パルス パルス入力／出力状態を表します。

⑦ 初期化ボタン 本装置の初期化を行います。

⑧ ファンクションボタン
長時間通信異常の LED表示から、通常の通信異常 LED表示
に戻ります。

⑨ 動作モード切替スイッチ 動作モード（送信器／中継器／受信器）を切り替えます。

⑩ 設定スイッチ

1.Bルート Bルート通信の有効／無効を切り替えます。

2.PLC PLC通信の有効／無効を切り替えます。

3.無線 無線通信の有効／無効を切り替えます。

4.パルス幅 出力パルス幅の長／短を切り替えます。

5.通信切替
通信切替モードの有効／無効を切り替えま
す。（動作モード切替スイッチが「中継器」
の場合のみ）

6.切替方向
ON: ⇒無線
OFF:⇒ PLC

通信の切り替えの方向を設定します。（通信
切替モードが「有効」の場合のみ）
※接続例を参照

7ー8．無線ch 無線通信の周波数チャネルを設定します。

⑪ パルス入力端子 パルス入力用の接続ケーブルを接続します。

⑫ パルス出力端子 パルス出力（オープンコレクタ）端子です。

⑬ 電源端子 AC100／ 200Vの電源線を接続します。
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本体の取り付け方法について 

壁掛け取り付け

付属の壁掛け用木ねじ（φ４．１ 長さ３８mm）で２か所を壁に固定します。電源端子が下になるよう
に取り付けてください。
本体と壁の間、及び、本体とネジの頭の間に隙間ができないようにしてください。

２か所をねじで固定する
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IECレール取り付け  

本体背面のレールホルダがついていない方の爪をレールに掛けた後、本体をレールに押し込んでく
ださい。

押し込む

IECレール

取り外すときは、レールホルダをマイナスドライバー等で引き出しながら本体を引き上げてくだ 
さい。
取り外しの際は過度な力を掛けすぎないでください。

引き上げる

IECレール
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パルス検出部の取り付け・接続

・パルス検出部の配線は、別売りの検出部接続用専用ケー
ブルを使用して行ってください。

・検出部底部の端子カバーを開け、検出部の端子記号と
ケーブルのマークバンドの記号とを合わせて配線してく
ださい。このときケーブル差込方向にご注意ください。

・端子ねじは確実に締め付けてください。
適正締付トルク「0.5N・m（約 5kgf・cm）」

・接続終了後は、必ず端子カバーを取り付けてください。
このとき、端子カバーの向きにご注意ください。

・本体との接続ケーブルの配線が完了し、端子カバーを取
り付けてから、取付け穴 2ヵ所を取付ねじ（φ3.1 長さ 
25mm）で壁に固定します。

・パルス検出線の接続は、パルス検出線を貫通形 CT の穴
に通し、取引用計器に接続すると完了です。（検出線に方
向性はありません。）

ご注意
締め付け過ぎると、ケースの変形、端子ねじの破損や、パルス検出部
の故障の原因となります。

 

12V

検出部
底部

圧
着
端
子
挿
入
方
向

R0 R1

12
V

R
0

R
1

端子カバー

取付穴

確認
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本体の接続  

・配線工事は電源側保護装置（ブレーカなど）を「切」にして行って下さい。

・端子台に接続する場合は、付属の圧着端子または絶縁チューブ付圧着端子を使用し
てください。

・端子台の端子ねじ適正締付トルクは、「0.6N・m（約 6kgf・cm）」です。
確実に締め付けてください。

・接続例および、端子配列を参照し、関連機器と正しく接続してください。

・電源側保護装置を「入」にする前に、結線に誤りがないことを確認してください。
火災などの事故や本体の故障の原因となります。

・雷害対策
入力線と出力線の接続は、本体および関連機器を屋内で使用することを前提にして
います。
入力線と出力線が屋外を経由する場合は、雷サージなどの影響を回避するための
サージ吸収素子（アレスタなど）を取り付けてください。

（詳細は23 ページ雷害対策をご参照ください。）

3.2mm以上 5.5mm以下

注　意

接続注意

注　意

感電注意

圧着端子部は、使用する
電線のサイズに合わせ
てください。
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接続方法

● 電源
① 電源

・ノイズが少なく、電圧変動がAC100V ／ 200V±10% 以内で、停電の少ない電源から
引き込んでください。電源線（600V ビニル絶縁電線（IV) 1.25mm2 相当）を本体の

「MA」、「MB」端子に接続してください。
・ＰＬＣ通信を使用する場合、電力線は単相 100Vまたは200Vで周波数が50Hzまたは

60Hz の単相交流に接続してください。ＰＬＣ通信は動力線（三相）では使用できません。

● 信号線 
① パルス入力（R0、R1、12V）

・別売の貫通 CT 形パルス検出部との接続は、同じく別売りの専用接続ケーブルを必ず使用
してください。
貫通 CT 形パルス検出部を使用する場合は、貫通 CT 形パルス検出部～本装置までの距離

（入力線の長さ）は最大 100mです。
100m 以上で使用になる場合には、パルス変換器をご使用ください。

・別売の貫通 CT 形パルス検出部以外のパルス検出器（または管理用計器発信装置付電力
量計）を接続する場合の距離（入力線の長さ）は、最大 300mまたは500m（機種による）
としてください。また、入力線は1.25mm2 の 2 芯シールド線（CVV-S）を使用してくだ
さい。

・オープンコレクタ出力を入力する場合には、極性がありますので、本体端子部のパルス入力
「R0」端子にエミッタ（−）から、パルス入力「R1」端子にコレクタ（+）からの線を接続して
ください。

（無電圧接点出力の場合には、どちらに接続しても構いません。）
12V 端子は、関連機器の貫通 CT 形パルス検出部専用ですので、他の機器には接続しな
いでください。

② パルス出力（C1、C0）
・パルス出力は、オープンコレクタで出力されます。
・接点容量はDC35V ／ 100mA 以下です。
・出力線は、1.25mm2 の２芯シールド線（CVV-S）を使用し、長さは300m 以下としてく

ださい。電源ケーブルとは分離して配線してください。

③ 電力需給用複合計器の通信端末との通信
・通信端末との通信はLAN 接続で行うことができます。

カテゴリ5 以上のケーブル（ストレートケーブル）をHUB 経由で本体の LANコネクタに接
続するか、クロスケーブルにて本体の LANコネクタに直接接続してください。
LANケーブルは100m以内にし、電源線とはできるだけ距離を置いて配線してください。
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システム構成例   

● 本装置と取引用計器、SM–E1 を使用したシステム構成例 

例1
取引用計器と本装置【送信器】を接続して、
SM–E1または本装置【受信器】と通信する場合

取引用計器
本装置

【送信器】

①

SM‒E1または
本装置【受信器】

②Ethernet
（Bルート）

CT
無線

PLC

・  取引用計器のサービスパルスを貫通 CT 形パルス検出部で受け、本装置【送信器】に取り込みま
す。SM–E1または本装置【受信器】が本装置【送信器】と無線、またはPLCにより通信して、パル
ス情報を取り込みます。

※無線通信の電波は、装置の背面が弱くなっています。装置の前面を向き合わせるように設置して
ください。

※通信異常が発生しない場所に設置してください。（通信異常はLED 表示で確認できます。）

・  B ルート情報を取得する場合は本装置【送信器】と取引用計器の通信端末とEthernetで接続しま
す。本装置【送信器】の設定スイッチ（B ルート）と、本装置【受信器】の設定スイッチ（B ルート）ま
たはSM–E1 のキー操作にてB ルート設定を有効にします。

※ B ルート情報は取引用計器にB ルート対応通信端末が取り付けられている場合に使用可能です。

■システム構成例1における設定例

設定 ① 本装置
　　【送信器】 ② 本装置

   【受信器】 ② SM–E1

設定スイッチ

B ルート
情報

使用 ON（= 有効） ON（= 有効） 有効

未使用 OFF（= 無効） OFF（= 無効） 無効

PLC
使用 ON ON ON

未使用 OFF OFF OFF

無線 
使用 ON ON ON 

未使用 OFF OFF OFF

通信切替 OFF OFF

切替方向 OFF OFF

スイッチの
ポジション＊

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

無
線
ch

P
L
C OFF

ON

無
線

P
L
C

動作モード切替スイッチ 送信器 受信器

＊B ルート情報：未使用、PLC：使用、無線：使用 の例
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例2
取引用計器と本装置【送信器】を接続し、
本装置【中継器】を中継して SM–E1 または本装置【受信器】と通信する場合

無線

PLC
取引用計器

本装置
【送信器】

①

本装置
【中継器】

②

SM‒E1または
本装置【受信器】

③Ethernet
（Bルート）

CT
無線

PLC

・  取引用計器のサービスパルスを貫通 CT 形パルス検出部で受け、本装置【送信器】に取り込みま
す。SM–E1または本装置【受信器】が本装置【送信器】と無線、またはPLCにより通信して、パル
ス情報を取り込みます。

※無線通信の電波は、装置の背面が弱くなっています。装置の前面を向き合わせるように設置して
ください。

※通信異常が発生しない場所に設置してください。（通信異常はLED 表示で確認できます。）
※無線通信には3 台まで、PLC 通信には9 台まで中継器（通信切替「無効」）を使用することができ

ます。

・ B ルート情報を取得する場合は本装置【送信器】と取引用計器の通信端末とEthernetで接続しま
す。本装置【送信器】の設定スイッチ（B ルート）と、本装置【受信器】の設定スイッチ（B ルート）ま
たはSM–E1 のキー操作にてB ルート設定を有効にします。

※ B ルート情報は取引用計器にB ルート対応通信端末が取り付けられている場合に使用可能です。

■システム構成例2における設定例

設定 ① 本装置
　　 【送信器】 ②本装置

    【中継器】 ③ 本装置
　  【受信器】 ③ SM–E1

設定
スイッチ

B ルート
情報

使用 ON（= 有効） ON（= 有効） ON（= 有効） 有効

未使用 OFF（= 無効） OFF（= 無効） OFF（= 無効） 無効

PLC
使用 ON ON ON ON

未使用 OFF OFF OFF OFF

無線 
使用 ON ON ON ON 

未使用 OFF OFF OFF OFF

通信切替 OFF OFF OFF

切替方向 OFF OFF OFF

スイッチの
ポジション＊

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

無
線
ch

P
L
C OFF

ON

無
線

P
L
C

動作モード切替スイッチ 送信器 中継器 受信器

＊B ルート情報：未使用、PLC：使用、無線：使用 の例
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例3
取引用計器と本装置【送信器】を接続し、無線通信からPLC 通信に変換して、
SM–E1 または本装置【受信器】と通信する場合

PLC
取引用計器

本装置
【送信器】

①

SM‒E1または
本装置【受信器】

③Ethernet
（Bルート）

CT
無線 本装置

【中継器】

②

・  取引用計器のサービスパルスを貫通 CT 形パルス検出部で受け、本装置【送信器】に取り込み
ます。SM–E1 または本装置【受信器】が本装置【中継器】と PLC により通信して、本装置【中
継器】が本装置【送信器】と無線により通信してパルス情報を取り込みます。

※無線通信の電波は、装置の背面が弱くなっています。装置の前面を向き合わせるように設置して
ください。

※通信異常が発生しない場所に設置してください。（通信異常は LED 表示で確認できます。）
※無線通信には 3 台まで、PLC 通信には 9 台まで中継器（通信切替「無効」）を使用すること

ができます。
※通信切替は 1 回だけ可能です。

・  B ルート情報を取得する場合は本装置【送信器】と取引用計器の通信端末と Ethernet で接続
します。本装置【送信器】の設定スイッチ（B ルート）と、本装置【受信器】の設定スイッチ（B
ルート）または SM–E1 のキー操作にて B ルート設定を有効にします。

※ B ルート情報は取引用計器に B ルート対応通信端末が取り付けられている場合に使用可能です。

■システム構成例3における設定例

設定 ① 本装置
　　 【送信器】 ②本装置

    【中継器】 ③ 本装置
　  【受信器】 ③ SM–E1

設定
スイッチ

B ルート
情報

使用 ON（= 有効） ON（= 有効） ON（= 有効） 有効
未使用 OFF（= 無効） OFF（= 無効） OFF（= 無効） 無効

PLC OFF ON ON ON
無線 ON ON OFF  OFF

通信切替 OFF ON OFF
切替方向 OFF OFF OFF

スイッチの
ポジション＊

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

無
線
ch

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

P
L
C

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

無
線
ch

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

P
L
C

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

無
線
ch

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

P
L
C OFF

ON

無
線

P
L
C

動作モード切替スイッチ 送信器 中継器 受信器

＊B ルート情報：未使用 の例



22

例4
取引用計器と本装置【送信器】を接続し、PLC 通信から無線通信に変換して、
SM–E1 または本装置【受信器】と通信する場合

無線
取引用計器

本装置
【送信器】

①

SM‒E1または
本装置【受信器】

③Ethernet
（Bルート）

CT
PLC 本装置

【中継器】

②

・  取引用計器のサービスパルスを貫通 CT 形パルス検出部で受け、本装置【送信器】に取り込み
ます。SM–E1 または本装置【受信器】が本装置【中継器】と無線により通信して、本装置【中
継器】が本装置【送信器】と PLC により通信してパルス情報を取り込みます。

※無線通信の電波は、装置の背面が弱くなっています。装置の前面を向き合わせるように設置して
ください。

※通信異常が発生しない場所に設置してください。（通信異常は LED 表示で確認できます。）
※無線通信には 3 台まで、PLC 通信には 9 台まで中継器（通信切替「無効」）を使用すること

ができます。
※通信切替は 1 回だけ可能です。

・  B ルート情報を取得する場合は本装置【送信器】と取引用計器の通信端末と Ethernet で接続
します。本装置【送信器】の設定スイッチ（B ルート）と、本装置【受信器】の設定スイッチ（B
ルート）または SM–E1 のキー操作にて B ルート設定を有効にします。

※ B ルート情報は取引用計器に B ルート対応通信端末が取り付けられている場合に使用可能です。

■システム構成例4における設定例

設定 ① 本装置
　　 【送信器】 ②本装置

    【中継器】 ③ 本装置
　  【受信器】 ③ SM–E1

設定
スイッチ

B ルート
情報

使用 ON（= 有効） ON（= 有効） ON（= 有効） 有効

未使用 OFF（= 無効） OFF（= 無効） OFF（= 無効） 無効

PLC ON ON  OFF OFF

無線  OFF ON ON ON 

通信切替 OFF ON OFF

切替方向 OFF ON OFF

スイッチの
ポジション＊

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

無
線
ch

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

P
L
C

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

無
線
ch

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

P
L
C

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

無
線
ch

切
替
方
向

通
信
切
替

パ
ル
ス
幅

無
線

B
ル
ー
ト

P
L
C OFF

ON

無
線

P
L
C

動作モード切替スイッチ 送信器 中継器 受信器

＊B ルート情報：未使用 の例
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接続例   

 電子式取引用計器

電力需給用
複合計器

（スマートメータ）

ED

通信端末 UTPカテゴリー5ケーブル（EtherNet通信）

パルス検出部接続用専用ケーブル

パルス信号 3芯シールド付　0.5mm2ケーブル　最大100m

Bルート
（RJ-45）

Bルート
（RJ-45）

AC電源

パルス出力 AC100/200V

電力計測監視装置

パルス出力

パルス入力

パルス・Bルート検出器　OCK‒B1
（形名RPK‒18）

貫通CT形
パルス検出部

（R0）

（R1）

白（
R
1
）

黒（
R
0
）

緑

赤（
1
2
V
）R1

R0
12V

（12V）

MASG R0 R112V MBR1 R0

注１：電力計測監視装置と本装置（パルス・Ｂルート検出器）までのケーブル長（伝送距離）は、
最大３００ｍ。
またケーブルは１．２５ｍｍ２の２芯シールド線（ＣＶＶ－Ｓ相当品）をご使用ください。

ご注意

パルス検出部 アレスタ

シールド線 シールド線 シールド線

アレスタ 本装置

屋内 屋外 屋内

雷害対策
パルス入力線を屋外に敷設する場合は、信号回路用アレスタをつ
けることをおすすめします。（下図参照）
例 ： 音羽電機工業株式会社製 信号回路用アレスタ

 一般地区用 ＳＧ－ＧＶ１２Ｊ
 激雷地区用 ＳＡ－ＧＺ１２Ａ
 いずれも２線式、定格電圧ＤＣ１２Ｖ
 ※パルス搬送線は、一端を接地してください。
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本装置の動作・処理について   

基本動作 

本装置は、動作モード（送信器／中継器／受信器）によって異なる動作をします。

● 送信器

送信器は入力されたパルスを増幅・波形整形して再びパルスを出力します。併せて、通信にて下記
「データ伝送先の装置」へデータを送信します。
また、高圧 B ルート情報を取得する場合、これも通信にて下記の装置へデータ送信します。
データ伝送を行う通信の方式はPLCと無線通信があり、それぞれ設定スイッチにて有効／無効を切
り替えることができます。
高圧 B ルート情報の取得についても、設定スイッチにて有効／無効を切り替えることができます。

LED 表示は以下の情報を表します。

LED 名 表示内容

B ルート 
高圧 B ルートが有効の場合、点灯します。高圧 B ルート情報を取得した時に、一
瞬（約 50ms）消灯します。誤った情報を取得した時、または情報が取得できな
い時は、点滅を繰り返します。

PLC 

PLC 通信が有効の場合、点灯します。他装置との通信が正常にできた時、一瞬（約
50ms）消灯します。
誤ったデータを受信した時、またはデータが受信できない時は、点滅（0.5 秒点灯、
0.5 秒消灯）を繰り返します。
長時間、正常に通信ができない場合、速い点滅（0.25 秒点灯、0.25 秒消灯）
を繰り返します。ファンクションボタンで通常の点滅（0.5 秒点灯、0.5 秒消灯）
に戻すことができます。

無線

無線通信が有効の場合、点灯します。他装置との通信が正常にできた時、一瞬（約
50ms）消灯します。
誤ったデータを受信した時、またはデータが受信できない時は、点滅（0.5 秒点灯、
0.5 秒消灯）を繰り返します。
長時間、正常に通信ができない場合、速い点滅（0.25 秒点灯、0.25 秒消灯）
を繰り返します。ファンクションボタンで通常の点滅（0.5 秒点灯、0.5 秒消灯）
に戻すことができます。

パルス パルス入力時に一瞬（約 50ms）点灯します。

データ伝送先の装置：
○デマンドシステムコントローラ スーパーマックスＥ１ （形名：ＲＳＭ－２１）
○パルス・Ｂルート検出器 ＯＣＫ－Ｂ１ （形名：ＲＰＫ－１８） 【受信器】／【中継器】
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● 受信器

受信器は通信にて下記「データ伝送先の装置」の装置から取得したデータをもとにパルス出力をし
ます。
データ伝送を行う通信の方式は PLCと無線通信があり、それぞれ設定スイッチにて有効／無効を
切り替えることができます。
高圧 B ルート情報の取得についても、設定スイッチにて有効／無効を切り替えることができます。

LED 表示は以下の情報を表します。

LED 名 表示内容

B ルート 高圧 B ルートが有効の場合、点灯します。

PLC 

PLC 通信が有効の場合、点灯します。他装置との通信が正常にできた時、一瞬（約
50ms）消灯します。
誤ったデータを受信した時、またはデータが受信できない時は、点滅（0.5 秒点灯、
0.5 秒消灯）を繰り返します。
長時間、正常に通信ができない場合、速い点滅（0.25 秒点灯、0.25 秒消灯）
を繰り返します。ファンクションボタンで通常の点滅（0.5 秒点灯、0.5 秒消灯）
に戻すことができます。

無線

無線通信が有効の場合、点灯します。他装置との通信が正常にできた時、一瞬（約
50ms）消灯します。
誤ったデータを受信した時、またはデータが受信できない時は、点滅（0.5 秒点灯、
0.5 秒消灯）を繰り返します。
長時間、正常に通信ができない場合、速い点滅（0.25 秒点灯、0.25 秒消灯）
を繰り返します。ファンクションボタンで通常の点滅（0.5 秒点灯、0.5 秒消灯）
に戻すことができます。

パルス パルス出力時に一瞬（約 50ms）点灯します。

データ伝送先の装置 :
○パルス・B ルート検出器 OCK–B1 （形名 :RPK–18） 【送信器】／【中継器】
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● 中継器（通信切替「無効」） 

中継器（通信切替「無効」）は通信にて受信したデータの再送を行います。（リピータ機能）データ
再送を行う通信の方式は PLCと無線通信があり、それぞれ設定スイッチにて有効／無効を切り替
えることができます。

LED 表示は以下の情報を表します。

LED 名 表示内容

B ルート 高圧 B ルートが有効／無効にかかわらず、消灯します。

PLC 

PLC 通信が有効の場合、点灯します。他装置との通信が正常にできた時、一瞬（約
50ms）消灯します。誤ったデータを受信した時、またはデータが受信できない
時は、点滅（0.5 秒点灯、0.5 秒消灯）を繰り返します。
長時間、正常に通信ができない場合、速い点滅（0.25 秒点灯、0.25 秒消灯）
を繰り返します。ファンクションボタンで通常の点滅（0.5 秒点灯、0.5 秒消灯）
に戻すことができます。

無線 無線通信が有効の場合、点灯します。

パルス 未使用（消灯のまま）

データ伝送先の装置 :
○パルス・B ルート検出器 OCK–B1 （形名 :RPK–18） 【送信器】／【受信器】／【中継器】
○デマンドシステムコントローラ　スーパーマックス E1（形名：RSM–21）

● 中継器（通信切替「有効」） 

中継器（通信切替「有効」）は通信にて受信したデータを、別の通信方式に変えて再送します。
PLCで受信したデータを無線に変えて送信します。無線で受信したデータをPLCに変えて送信し
ます。
※設定スイッチ「6. ON: ⇒無線、OFF: ⇒ PLC」によって、使用するシステムが異なります。
　接続例（システム構成例の例 3、システム構成例の例 4）を参考に設定してください。
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各項目の設定   

ここでは、はじめて運転を開始する際の操作手順をご説明します。
設置・運転開始前に、必ず初期設定およびペアリングを実施してください。

初期設定 
● 動作モード設定
使用する動作モード（送信器／中継器／受信器）を決定し、動作モード切替スイッチで設定してくださ
い。
中継器で使用する場合、通信切替の有効／無効の設定を設定スイッチで行なってください。

「ON」が有効、「OFF」が無効です。
中継器で通信切替「有効」の場合、切替方向（⇒無線／⇒ PLC）の設定を設定スイッチで行なってく
ださい。「ON」が⇒無線、「OFF」が⇒PLCです。

※運転中・後に動作モードおよび通信切替を変更すると、データが初期化されます。

● 高圧 B ルート設定
高圧 B ルート情報を取得する場合、設定スイッチの B ルートを「ON」（= 有効）にしてください。取得
しない場合、設定スイッチの B ルートを「OFF」（= 無効）にしてください。

● 通信設定（PLC・無線）
本装置と他装置間の通信にPLCを使用する場合、設定スイッチの PLCを「ON」（= 有効）にしてくだ
さい。使用しない場合、設定スイッチの PLCを「OFF」（= 無効）にしてください。
本装置と他装置間の通信に無線を使用する場合、設定スイッチの無線を「ON」（=有効）にしてくださ
い。使用しない場合、設定スイッチの無線を「OFF」（= 無効）にしてください。

● パルス幅の設定
出力パルスのパルス幅を長くする場合、設定スイッチのパルス幅を「ON」（=30ms）にしてくださ
い。短くする場合、設定スイッチのパルス幅を「OFF」（=10ms）にしてください。
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● 無線通信の周波数設定 
無線通信を使用する場合、設定スイッチの無線周波数 ch（チャンネル）を設定する必要があります。
すべての装置の無線周波数 chを合わせてください。
無線周波数 chは設定スイッチ7・8に以下のように対応しています。
　

無線周波数ch スイッチ7 スイッチ8 （参考）周波数

ch1 OFF OFF 923.3MHz

ch2 OFF ON 924.3MHz

ch3 ON OFF 926.1MHz

ch4 ON ON 927.1MHz

※同一の無線周波数 ch の無線機器を周囲で使用している場合、電波が干渉して通信ができない場
合があります。この場合は、装置の無線周波数 chを変更してください。
装置間に障害物がある場合、電波が遮蔽されて通信ができない場合があります。この場合は、中
継器を追加するか、設置場所を変更して障害物を避けてください。
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ペアリング 
本装置を使用する場合、運用開始前に、装置間のペアリングをする必要があります。ペアリングは
PLC 通信で行います。

■ペアリング操作手順

① システムに組み込む全ての機器を本装置の近くに集めます。

② 全ての機器の PLC のスイッチを有効にします。

1 2 3 4 5 6 7 8
OFF

ON

③ 本装置（受信器）の電源を入れます。

④ 周辺機器の電源を入れます。

⑤ 周辺機器の PLC LED が点灯から点滅状態（一瞬の消灯）に変化するのを待ちます。
（注1: 30秒～1分程度の時間が掛かります）
（注2: 0.5 秒点灯・0.5 秒消灯の1秒周期の点滅は通信異常です）

⑥ 上記の操作を全ての周辺機器に対して行った後、本来の設置位置に戻します。

⑦ 各装置に対して使用する通信を有効に、使用しない通信は無効に設定します。

■ペアリング操作の例

PLC パルス

Bルート 無線

② ② ⑤ ⑤②

①

⑤

AC100V/200V ③本装置
（受信器）

本装置
（中継器）④ 本装置

（送信器）④
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PLC 使用上の注意 
■使用環境について

本装置の PLC は屋内専用です。以下の範囲で使用してください。
電波法施工規則第四十四条より、電力線は、単相 100V または 200V で周波数が 50Hz また
は 60Hz の単相交流に限定されています。動力線 ( 三相 ) では使用できません。

屋外

屋内

屋外へ
※利用できない

屋外へ
※利用できない

利用できる（電灯線【単相】のみ）
※動力線【三相】は利用できない

分電盤

100V、
200V
２次側

6600V
1次側

利用できない利用できない
メイン
ブレーカ

配電盤
（サブブレーカ）

負荷

取引用
計器

取引用
VCT

■敷地内架空線、埋設線の扱いについて

架空電力線

地下埋設または鉄管へ挿入

母屋と離れで相互に通信する場
合は、離れのＰＬＣは、屋外として
扱われるため、利用できません。

電力線を、「地下埋設」または「鉄
管ヘ挿入」した場合は、住宅と
同様に構造物と解釈できるため、
母屋と離れで相互に通信ができ
ます。

母屋と離れで相互に通信しない
場合は、各建屋の屋内ＰＬＣで利
用できます。

離れ：屋外PLC1

母屋：屋内PLC1

引き込み線

架空電力線

離れ：屋外PLC２

母屋：屋内PLC1

引き込み線

離れ：屋外PLC1

母屋：屋内PLC1

引き込み線
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困ったとき・こんなときは    

次の表は、お客様で判断できる簡単な故障の見分け方とその点検・対処方法をまとめたものです。
サービスをお申しつけになる前にご一読ください。
この項目以外の場合には、代理店あるいは最寄りの弊社営業担当部署にご連絡ください。
また、納入品の価格には技術者派遣などのサービス費用は含まれていません。

1. 動作に異常がある場合

分類
状況 

原因 点検 ・ 対処
現象 表示部

電源
表示が
点灯しない

表示が
点灯しない

電 圧（AC100 ／
200V）が印加さ
れていない

接続が正しく、定格電圧が印加され
ていることを確認し、誤りがある場
合は修正してください。

上記以外の原因
お客さまでは対応できません。
販売代理店、もしくは弊社営業担当
までご連絡ください。

パルスの
計量

【送信器】

パルスの
入力がない

パルス
LED が
点滅しない

2 芯 シ ー ルド 線
（CVV-S） の 結 線
が間違っている

接続が正しいことを確認してくださ
い。誤りがある場合は修正してくだ
さい。

パルスの
計量

【受信器】

パルスの
出力がない

パルス
LED が
点滅しない

【送信器】のパルス
入力が正常に行わ
れていない

接続が正しいことを確認してくださ
い。誤りがある場合は修正してくだ
さい。

【送信器】からの伝
送 デ ータが正しく
受信できていない

使用する通信方式（PLC ／無線）
の通信が正常に行われていることを
確認してください。
異常がある場合は、PLC 通信／無
線通信の中継器の挿入や、設置場所
変更による経路変更、無線ペアリン
グの再実施等を試してください。
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2.LED 表示について

表示内容 異常内容 原因 対処方法

PLCLED が点滅
（1 秒間隔） 

PLC 通信
異常

他装置との PLC 通信が
できていない

PLC 通信の中継器の挿入や、設
置場所変更による経路変更を試し
てください。

PLCLED が点滅
（500ミリ秒間隔）

PLC 通信
長時間異常

PLC 通 信 異 常が長 時 間
続いている

PLC 通信の中継器の挿入や、設
置場所変更による経路変更を試し
てください。

無線 LED が点滅
（1 秒間隔） 

無線通信異常 
他装置との無線通信がで
きていない

無線通信の中継器の挿入や、設
置場所変更による経路変更を試し
てください。

無線 LED が点滅
（500ミリ秒間隔）

無線通信
長時間異常

無線通信異常が長時間続
いている

無線通信の中継器の挿入や、設
置場所変更による経路変更を試し
てください。

無線 LED が点滅
（2 秒間隔）

無線ペアリン
グ未完了

無線通信のペアリングが
できていない

無線ペアリングの再実施を試して
ください。

B ルート LED が
点滅（1 秒間隔）

【送信器】

B ルート
通信異常

他装置との B ルート通信
ができていない

高圧 B ルート対応通信端末と接
続されていることを確認してくだ
さい。誤りがある場合は修正して
ください。
接続している通信端末が高圧 B
ルートに対応しているか確認して
ください。 対応していない通信
端末の場合、B ルート通信はでき
ません。

電源 LED と、
PLCLED が点滅

（1 秒間隔）

PLC 通信
モジュール
異常

PLC 通 信 用 の 内 部 モ
ジュールの異常で、通信
ができていない

お客様では対応できません。
販売代理店、もしくは弊社営業担
当までご連絡ください。

電源 LED と、
無線 LED が点滅

（1 秒間隔）

無線通信
モジュール
異常

無 線 通 信 用 の 内 部 モ
ジュールの異常で、通信
ができていない

お客様では対応できません。
販売代理店、もしくは弊社営業担
当までご連絡ください。

電源 LED が点滅
（1 秒間隔） 

内部メモリ
異常

装置内部の記憶メモリが
異常になっている

お客さまでは対応できません。
販売代理店、もしくは弊社営業担
当までご連絡ください。

電源 LED が点滅
（2 秒間隔） 

設定異常 装置の設定が誤っている
動作モードおよび PLC・無線通
信の設定を修正してください。
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仕 様    

項目 仕 様

名称  パルス・B ルート検出器 OCK–B1

形名 RPK–18

入
力

電力量
パルス

無電圧 a 接点または、オープンコレクタ DC35V 以下
パルス定数 : 50,000pulse ／ kWh 以下
パルス幅 :10ms 以上 　パルス周期 :60ms 以上

出
力

電力量
パルス 

オープンコレクタ DC35V 100mA（抵抗負荷）
パルス定数 : 50,000pulse ／ kWh 以下
パルス幅 :10ms 　パルス周期 : 20ms 以上
または パルス幅 : 30ms 　パルス周期 : 60ms 以上

表
示

LED ランプ 

電源 : 電源／動作状態
B ルート : B ルート通信状態
PLC: PLC 通信状態
無線 : 無線通信状態
パルス : パルス入出力状態

操
作

動作モード
切替スイッチ

動作モードの切り替え（送信器／中継器／受信器）

設定スイッチ

下記設定の切り替え
1. B ルート
2. PLC
3. 無線
4. パルス幅
5. 通信切替
6. 切替方向（⇒ PLC ／⇒無線）
7 ー 8. 無線 ch

初期化ボタン データの初期化

ファンクションボタン 長時間通信異常の LED 表示をクリア（通常の通信異常 LED 表示に戻る）

通
信

B ルート Ethernet（RJ–45 コネクタ）

PLC PLC 　通信距離 : 約 100m ※

無線 無線 920MHz 　通信距離 : 約 100m ※

電源 AC100V ／ 200V ± 10% 50 ／ 60Hz 共用

消費電力 8VA 以下

接地 なし

使用環境
− 10 〜 55℃、40 〜 90%RH 以下（非結露時）
腐食性ガスのない場所、一般工業計器並

取付方法 壁掛型、IEC レール取付

外形寸法
100（W）×96（H）×65（D） mm（突起部含まず）
100（W）×100（H）×71（D） mm（突起部含む）

質量 約 270g

※通信距離は設置環境により変化するため、目安であり保証値ではありません。
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外形寸法図    
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貫通 CT 形パルス検出部（別売品）
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●製品をご使用の際には、必ず本取扱説明書をお読みください。
●記載内容は、設計変更その他の理由により、ご連絡申しあげることなく変更させていただくことがありますので、あらかじめ
ご了承ください。

●本書の内容について、ご不審な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたらご連絡ください。
●本書は、お買い上げ時に製品本体に付属しているもの以外は有償となりますので、あらかじめご了承ください。

◎製品に関するお問い合わせは、下記へご連絡ください。

お願い

営業本部   〒141- 8646  東京都品川区東五反田2-10-2  東五反田スクエア

システム・機器部 〒 141-8646  東京都品川区東五反田 2-10-2 東五反田スクエア
	 電話（03）3443-7177　FAX（03）3443-0265
仙 台 営 業 所 〒 980-0014  仙台市青葉区本町 2-5-1 オーク仙台ビル
	 電話（022）223-3747　FAX（022）223-8159
名古屋営業所  〒461-0004  名古屋市東区葵3-23-10 千種ファーストビルかとう3F
	 電話（052）933-2229　FAX（052）933-0650
大 阪 営 業 所 〒 531-0072  大阪市北区豊崎 3-20-9 三栄ビル
	 電話（06）6373-2556　FAX（06）6375-0681
沖 縄 営 業 所 〒 902-0077  那覇市長田 1-22-18
 電話（098）832-7406　FAX（098）836-8655
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